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２
月
定
例
県
議
会
が
２
月
14
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
開
か
れ
、
斉
藤
県

議
が
一
般
質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
高
田
一
郎
県
議

が
総
括
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。
達
増
知
事
の
知
事
選
公
約
を
積
極
的
に
盛
り

込
ん
だ
２
０
２
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

県
立
大
船
渡
病
院
看
護
科
の
超
過
勤

務
が
激
減
し
て
い
る
問
題
を
引
き
続
き

追
及
。
大
船
渡
労
働
基
準
監
督
署
に
も

情
報
提
供
す
る
な
ど
解
決
に
全
力
を
あ

げ
ま
し
た
。
大
船
渡
病
院
で
は
昨
年
12

月
、
院
長
名
で
超
過
勤
務
を
正
し
く
申

請
す
る
よ
う
通
知
を
発
出
し
た
も
の

の
、
看
護
科
だ
け
は
超
過
勤
務
の
申
請

が
認
め
ら
れ
な
い
異
常
な
事
態
が
継

続
。
現
場
の
看
護
師
の
切
実
な
声
を
示

し
な
が
ら
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

大
船
渡
労
働
基
準
監
督
署
は
、
３
月

21
日
付
で
是
正
勧
告
と
指
導
を
行
い
ま 

自
民
党
政
治
の
下
で
の
「
失
わ
れ
た

30
年
」
と
い
わ
れ
る
長
期
の
経
済
停
滞

に
つ
い
て
、
達
増
知
事
は
「
３
回
の
消
費

税
増
税
や
社
会
保
障
の
負
担
増
、
実
質
賃

金
低
下
で
家
計
の
可
処
分
所
得
が
減
少

し
、
物
価
高
騰
が
重
な
り
、
県
民
へ
の
影

響
は
非
常
に
大
き
い
」
と
答
弁
。
岸
田
政

権
の
５
年
間
で
43
兆
円
も
の
大
軍
拡
に

つ
い
て
は
、「
金
額
あ
り
き
の
極
端
な
議

論
で
は
な
く
、
国
際
情
勢
や
近
隣
諸
国
と

の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
調
査
・
分
析
し
つ

つ
、
慎
重
な
議
論
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
。

い
ま
東
ア
ジ
ア
で
求
め
ら
れ
る
の
は
む

し
ろ
軍
縮
で
あ
り
、
国
内
的
に
も
、
国
民 

の
生
活
を
考
え
た
政
策
を
優
先
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
は
、
時
給
50
円
以
上
の
賃
上

げ
を
し
た
中
小
企
業
に
対
し
、
従
業
員
１

人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
「
物
価
高

騰
対
策
賃
上
げ
支
援
金
」
制
度
を
創
設

し
、
受
付
が
２
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
３
月
25
日
時
点
で
１
２
５
０

件
、
８
８
７
１
人
分
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。
20
人
以
下
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
申
請
が
64
％
を
占
め
て
お
り
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。 

ま
た
、
中
小
企
業
者
の
経
営
革
新
を
支

援
し
、
賃
上
げ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む

中 

 

し
た
。
そ
の
内
容
は
「
看
護
師
に
つ
い
て
、

残
業
時
間
が
適
切
に
申
告
さ
れ
て
い
な

い
恐
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
過
去

11
ヶ
月(

令
和
５
年
４
月)

に
さ
か
の
ぼ

り
労
働
時
間
記
録
を
確
認
す
る
な
ど
の

実
態
調
査
を
行
い
、
報
告
す
る
こ
と
」「
差

額
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
が
必
要
な
場

合
は
、
追
加
で
当
該
差
額
を
支
払
う
と
と

も
に
、
支
払
い
状
況
に
つ
い
て
も
併
せ
て

報
告
す
る
こ
と
」
と
い
う
内
容
で
す
。 

ま
た
、
超
過
勤
務
を
認
め
な
い
元
締
め

で
あ
っ
た
総
看
護
師
長
は
退
職
と
な
り

ま
し
た
。 

民
党
県
連
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
で
パ

ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
者
数
や
支
払
先
ホ

テ
ル
が
違
っ
て
い
る
な
ど
虚
偽
記
載
の

問
題
を
追
及
。
自
民
党
県
連
は
、
20

年
・
22
年
の
政
治
資
金
報
告
書
の
訂
正

を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
虚
偽
記
載

を
認
め
た
「
自
白
」
と
い
う
べ
き
も
の

で
、
訂
正
し
た
か
ら
済
む
も
の
で
は
な

い
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
22
年
の
会
場
費
は
１
３
３
万

円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
飲
食
な
し
の

場
合
、
会
場
費
は
最
大
66
万
円
だ
と
指

摘
。
20
年
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
飲
食
有
り

で
１
５
３
万
円
で
、
過
大
な
会
場
費
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
開
催

経
費
３
８
１
万
円
の
中
に
は
県
内
各
支

部
へ
の
交
付
金
１
６
５
万
円
が
含
ま
れ

て
お
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
に
応
じ
た
キ

ッ
ク
バ
ッ
ク
の
疑
惑
を
指
摘
。
そ
れ
を
除

く
と
パ
ー
テ
ィ
ー
の
利
益
率
は
88
％

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
は
企
業
・
団
体
献
金

そ
の
も
の
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
版
の
ス
ク
ー

プ
に
端
を
発
し
た
自
民
党
の
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
巨
額
の
裏
金
事

件
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
達
増
知

事
は
「
企
業
・
団
体
献
金
は
、
財
力
に
よ 

り
政
治
を
歪
ま
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
選
挙

で
裏
金
と
し
て
使
わ
れ
た
と
し
た
と
す

れ
ば
、
選
挙
の
正
当
性
を
覆
す
よ
う
な
大

問
題
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

22
年
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
自

民 

２月県議会で一般質問に立つ斉藤県議(２月２７日) 

中
小
企
業
者
を
支
援
す
る

「
中
小
企
業
等
賃
上
げ
環
境

整
備
支
援
事
業
費
補
助
」(
１

億
円)

も
継
続
し
ま
す
。 

 

最
大
15
万
円
を
直
接
補

助
す
る
「
中
小
企
業
等
事
業

継
続
緊
急
支
援
金
」
に
つ
い

て
、
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
第

２
弾
で
は
、
１
万
件
を
超
え

る
事
業
者
に
11
億
円
余
が

交
付
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
役

割
を
発
揮
し
て
お
り
、
継
続

実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

●時給５０円以上の賃上げに対し１人５万円、上
限１００万円を補助する物価高騰対策賃上げ
支援金を創設（１２月補正。経済対策）。 

●新型コロナ対策で、下水中のウイルスを検査・
監視する下水サーベイランスを実施。 

●県立大船渡病院の超過勤務手当激減問題で大
船渡労働基準監督署が是正勧告。超過勤務を認
めない元凶であった総看護師長は退職。 

●新婚世帯の新居居住費用等の支援を行う市町
村に対し県独自に１０万円の上乗せ補助。市町
村が行う産後ケア等の利用促進や子どもの遊
び場整備に要する経費を補助。 

●県有施設の脱炭素化へ、今年度は県福祉総合相
談センターと県民生活センターの合築による
整備、２施設でZEB ready化。２９施設でＬＥ
Ｄ照明を導入。公用車８台をＥＶ化。 

●「言語としての手話を使用しやすい環境の整備
に関する条例」(岩手県手話言語条例)が成立。 
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  【
１
月
】

 

1
日 

新
春
元
旦
宣
伝
（吉
田
恭
子
比
例
予
定
候
補
、
神

部
市
議
、
党
西
部
後
援
会
と
と
も
に
）

 

4
日 

新
春
街
頭
宣
伝
、
日
本
共
産
党
党
旗
開
き
あ
い

さ
つ
視
聴
会 

5
日 

日
本
共
産
党
新
春
の
つ
ど
い
、
盛
岡
商
工
会
議

所
新
年
交
賀
会 

7
日 

八
日
町
新
春
餅
つ
き
、
第
11
回
再
発
防
止「
岩

手
モ
デ
ル
」策
定
委
員
会
、
14
・６
・３
分
団
新
年

会 

10
日 

県
議
会
文
教
委
員
会 

11
日 

脱
炭
素
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会
、
建
設
業

協
会
盛
岡
支
部
新
年
交
賀
会 

12
日 

復
興
特
別
委
員
会 

13
日 

消
費
税
な
く
す
岩
手
の
会
総
会 

14
日 

岩
商
連
共
済
会
学
習
会
、
岩
脇
支
部
新
年
会 

15
日 

第
29
回
党
大
会
視
聴
会
、
盛
岡
地
域
県
立
病

院
運
営
協
議
会 

20
日 

党
岩
手
町
新
春
の
つ
ど
い 

21
日 

子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

23
日 

岩
商
連
岩
手
県
要
請
（岩
渕
商
工
労
働
観
光
部

長
対
応
）

 

25
日 

脱
炭
素
特
別
委
員
会
県
内
調
査 

27
日 

医
労
連
中
央
委
員
会
、
地
域
総
研
連
続
講
座「
不

登
校
問
題
」、
盛
岡
山
車
推
進
会
65
周
年
式
典 

28
日 

い
わ
て
労
連
中
央
委
員
会
、
庄
子
地
域
後
援
会

新
年
会
、
こ
ぶ
し
の
会
新
春
の
つ
ど
い 

31
日 

文
教
委
員
会
県
内
調
査 

【
２
月
】

 

2
日 

県
央
保
健
所
長
と
懇
談
、
川
久
保
病
院
新
型
コ
ロ

ナ
調
査 

3
日 

大
船
渡
市
議
選
政
策
論
戦
検
討
会 

4
日 

盛
岡
民
商
新
春
の
つ
ど
い 

5
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
商
工
観
光
政
策
研
究
会 

8
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

9
日 

県
立
み
た
け
支
援
学
校
校
長
と
懇
談
、
高
等
部

の
通
学
バ
ス
問
題
で
保
護
者
と
と
も
に
県
教
育

長
に
要
望 

10
日 

日
本
共
産
党
県
党
会
議 

11
日 

八
日
町
新
年
会 

12
日 

党
全
県
地
方
議
員
研
修
会 

14
日 

議
運
、
２
月
定
例
県
議
会
開
会
、
小
池
書
記
局
長

を
囲
む
つ
ど
い 

15
日 

小
池
書
記
局
長
が
震
災
復
興
問
題
で
達
増
知
事
、

佐
々
木
拓
陸
前
高
田
市
長
と
懇
談 

18
日 

党
盛
岡
地
区
党
会
議 

19
日 

大
船
渡
病
院
看
護
科
の
超
勤
問
題
で
大
船
渡
労

基
署
訪
問
、
看
護
師
さ
ん
と
懇
談
、
病
院
事
務

局
長
と
懇
談 

21
～
22
、
26
～
28
日 

県
議
会
本
会
議
代
表
質
問
、

一
般
質
問
（
27
日
に
斉
藤
県
議
が
一
般
質
問
）

 

29
日 

文
教
委
員
会 

【
３
月
】

 

1
日 

本
会
議
（
23
年
度
補
正
予
算
等
可
決
）

 

3
日 

北
上
市
議
選
安
徳
す
み
子
事
務
所
開
き 

4
～
15
日 

予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
、
各
部
局

審
査
、
と
り
ま
と
め 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
式 

16
日 

主
濱
了
氏
叙
勲
記
念
祝
賀
会 

17
日 

北
上
市
議
選
応
援 

18
日 

文
教
委
員
会 

21
日 

復
興
特
別
委
員
会 

22
日 

最
終
本
会
議
、
県
政
三
者
懇
談
会 

23
日 

県
道
大
ヶ
生
徳
田
線
徳
田
橋
開
通
式
、
祝
賀
会
、

本
町
支
部
の
つ
ど
い 

24
日 

第
12
回
再
発
防
止「
岩
手
モ
デ
ル
」策
定
委
員

会
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

26
日 

立
憲
民
主
党
県
連
代
表
・役
員
表
敬 

【
４
月
】

 

6
日 

日
本
共
産
党
第
２
回
中
央
委
員
会
報
告
視
聴
会 

7
日 

女
性
後
援
会
総
会 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(３月１８日) 
 

県
立
不
来
方
高
校
の
男

子
バ
レ
ー
部
員
が
自
死
し

た
問
題
を
受
け
た
再
発
防

止
「
岩
手
モ
デ
ル
」
策
定

委
員
会
は
１
月
ま
で
に

11
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
10
月
に

開
催
し
た
第

10
回
の
委

員
会
後
、
外
部
委
員
７
人

の
う
ち
５
人
の
連
名
で
、

顧
問
教
諭
の
前
任
校―

盛

岡
一
高
事
件
に
関
す
る

「
調
査
検
証
委
員
会
設
置

を 

年
５
月
以
来
の
保
護
者

の
要
望
に
対
し
、
教
育
長

は
「
一
生
懸
命
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
」「
最
善
の

努
力
は
続
け
ま
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
し
た
が
、
結

局
新
年
度
か
ら
の
実
施

は
難
し
い
と
い
う
、
保
護

者
に
期
待
を
持
た
せ
な

が
ら
、
最
後
は
要
望
に
背

を
向
け
る
不
誠
実
な
対

応 

 

を
求
め
る
要
望
書
」
が
県
教
育
長
あ
て

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は
、

盛
岡
一
高
事
件
の
検
証
が
不
十
分
だ

と
い
う
重
大
な
指
摘
で
す
。
そ
の
原
因

は
、
県
教
委
の
調
査
が
学
校
、
県
教
委

関
係
者
な
ど
加
害
者
側
の
調
査
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

教
育
長
は
「
要
望
書
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
岩
手
モ
デ
ル
の
策
定
を
踏
ま

え
、
今
後
判
断
し
て
い
く
」
と
い
う
要

望
に
背
を
向
け
る
も
の
で
し
た
。 

 

県
立
盛
岡
み
た
け
支
援
学
校
高
等

部
の
通
学
バ
ス
の
実
現
を
求
め
る
昨

年 

応
で
し
た
。
同
校
高
等
部
へ
は
新
年
度

22
人
の
進
学
者
が
あ
り
、
来
年
度
も

同
様
の
進
学
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
通
学
手
段
は
65
％
が
保
護
者
の

送
迎
で
あ
り
、
通
学
バ
ス
の
実
現
は
切

実
な
要
望
で
す
。
引
き
続
き
強
く
実
現

を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

10
波
の
感
染
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
要
望
し
て
き
た
、
下
水
中
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
を

継
続
的
に
測
定
す
る
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
が
２
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
拡
大
時
に
は
県
民
に
積
極

的
に
情
報
発
信
し
、
感
染
防
止
対
策
の

徹
底
を
求
め
ま
し
た
。
後
遺
症
対
策
で

は
、
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
公

表
さ
れ
、「
少
な
く
と
も
２
ヶ
月
以
上

の
症
状
が
あ
っ
た
」
56
％
、
倦
怠
感

35
％
、
せ
き
34
％
、
就
労
や
就
業
に

「
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
」
19
％

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
後
遺
症
の
専
門

外
来
と
専
門
相
談
窓
口
の
設
置
を
求

め
ま
し
た
。 

 

県
立
病
院
の
23
年
度
末
決
算
は
約

39
億
円
の
赤
字
の
見
込
み
で
す
。
院

内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
で
診
療
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
患
者
数
が
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
戻
ら
ず
、
何
よ
り
前
年
度

60
億
円
の
コ
ロ
ナ
補
助
金
が
18
億

円
に
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
す
。
盛
岡
市
立
病
院
も
赤
字
の
見
込

み
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
し

な
い
中
で
の
コ
ロ
ナ
補
助
金
の
減

額
・
廃
止
は
病
院
経
営
を
破
綻
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
撤
回
、
見
直
し
を
求
め

る
よ
う
提
起
し
ま
し
た
。 

予算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
12

月
か
ら
増
加
が
始
ま
り
、
２
月
14
日

の
定
点
報
告
で
18･

07
人
と
な
り
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
件
数
は
１
月
24
日

公
表
の
19
件
、
入
院
患
者
は
１
月
25

日
の
３
４
８
人
が
ピ
ー
ク
と
な
る
第

10

波
の
感
染
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

髙橋但馬 
(新政会) 

吉田敬子 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

２０２４年度岩手県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善
を求める請願・意見書 

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ 

２０２４年度最低賃金引き上げに関する
請願・意見書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

言語としての手話を使用しやすい環境の
整備に関する条例（岩手県手話言語条例） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

第９期介護保険事業計画に関し、第８期の介護

給付費準備基金の残高見込みは 123億円余で第７

期末比 21.3％増加する見込みです。引き下げの可

能性があるものの第９期介護保険料は県平均で

62円増となる見込みです。 

第８期の特別養護老人ホームの整備計画は 504

床でしたが、結果的には 260床の整備にとどまり

ました。第９期の整備計画は 393床にとどまって

います。2023 年４月現在の特養ホーム待機者は

722 人であり、保険料は天引きされても入りたい

特養ホームには入れない貧困な計画となってい

ることを厳しく指摘しました。 

・５月１５日（水）午後６時～ 

・６月１９日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

 

県庁で達増知事(右)と意見交換する小池書記局長ら 

２月１５日、日本共産党の小池晃書記局長が来県し、

東日本大震災津波から丸１３年を迎えるにあたり、達

増拓也知事、佐々木拓陸前高田市長と懇談しました。 

 達増知事は、被災地は震災に加え、コロナ禍、深刻

な不漁、物価高騰の四重苦にあると指摘し、災害対策

を含めた国の支援については「非常事態対応としてと

らえ続ける」「支援が引いていく傾向にあるが、再強化

することが必要だ」と強調しました。 


